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生物は進化する

前号では生命の謎をとくためにいろいろと研究さ

れた結果を述べました.さて今回は物質カ確化して

生命が誕生してから今日の生物になるまでの発展ぶり

をお話ししましょう.何回かにわげて少し詳しく述

べてみようと思います.

すでに地球秘その姿を作ってから今回の地球とたる

までの長い長い間に地球の陸や海カミずいぶん激しく移

り変わったこ1とをお話しし裏したね.それを思いだ

して下書い皇鋤質学者はこの長い間の移り変わりを

v･くつかの地質時代をしてう凄く裏とめています.

それは青い1方から

1)始生代(加磁鮒鰯挑鮒譲あるい1まArchaean)

2)贋娑娑代:(災r鰹を嚢ro護蔭蓋簑嚢掌簸)

3)古生代(晦重鯛鰯挑駁慧)

4)中生代(脇搬挑繊)

5)薪窪代(C騒至搬搬1鶯鮒嚢)

と名づけられてい蜜す世もちるん古い時代よりもよ

り新しい時代の方秘所矧ζ必要抵化石恋どの証拠の保

存がよくていろいるな資料か傷やすいので新しv･時

代ほど詳しく分類されています(第6表).第6表では

Rb･SrKムなどの同位元素などを用いて測ったそ

れぞれの時代の実年数(これを絶対年代といいます)が明

らかにされています.詳しい分類はおってそれぞ

れの項目のところで述べましょう.

では･始生代原生代古生代という古い古い時代の

生物の移り変わりをお話ししましょう.生命そのもの

カミ誕生してから生物の生活の跡や狂さ添らが化石と

して発見されたもののもっとも古い時代のものは

始生代における海綿の一種(学名:Atikokania亘｡･oon

Can.d｡口s｡)と藻類(Co.yciumenigmticu㎜Sed･･ho㎞)

です(第45図).いずれも外国で採取され日本にはあり

ません.ですから生命の誕生はこの始生代よりも

前のことと考えられますがそれは少なくとも26億年

よりももっと昔に当るわけです.
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海津に続く平たんな丘のかなたはるかに氷河を抱く

高山を望む海のその底に数少ない藻や海綿カミ海の

栄養をとり狂がらひっそりと生活してv･る毎日.そ

れでもこの生物は生きるために懸命に努力していまし

た.時には火山活動.時には断層カミできるような

変動の影響などに生活をおびやかされたがら.

第6表岩石の絶対年令(図説:地球の歴史)

が新しくでき氷河もとけつつあった陸には何一つ生

物は住んでいませノレでしたが海底には色彩もさまざ

まに生物たちか生活しつづけてv･ました.陸上の変

化に影響されることの少な〉'所を住居として.その生

活との戦いぼ長い時間の経過とともに変わってゆく生

活環境に対してどのように身を守りながら子孫を残す

かにあったでしょう.それらの努力はやカ茎て三葉虫

のもっとも原始的な種となって現われました.この頃

が古生代の始まりです.

古生代は始生代が18億年原生代と合わせて20億8

千万年間に達するのに3億7千万年間にすぎません.

しかし古生代に入ってから生物の種類も数もとても

多くなりましたし姿形の変化も目立ってきました.

生活する場所も海底だけでなく陸に海中にと広

第45図Col=yciunenig皿mtic皿mSederhohn�
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(図説:地球の歴史)

がってゆきました.しかしそれらの生物は古生代に

なると同時に一せいに発展したのではありません.

3億7千万年の間にある生物は初め頃に現われて中途

で滅びさりまたほかのものは中間の時期に現われて

次の時代にもっとも多くなるなどの移り変わりカミありま

した.そのような変化が比較的に豊かになっている

のでその移り変わりを一つの目安にして地質学者は

この古生代を次のようなこまかい紀(pe･iod)にわけま

した.それは前にふれましたが

1)カンブリア紀(Cambrianperiod)

2)オルドビス紀(0rdvicianperiod)

3)シルリア紀(SiiUrianperiod)

4)デボン紀(DeY0曲加period)

5)石炭素己(Carboniferousperiod)

6)二畳紀(Permianperiod)

と呼ばれてい漢す.1)から6)に向って新しい時

代と匁ゆ凄す

さてその酋生代の初めの紀であるカンブリア紀に入

るとO工eneuusやHo1価iaとよばれ三葉虫の中でも

もっとも原始的な生物が現われました(第46図).この三

葉虫もカンブリア紀の中頃には新しくParadOxides

とよばれる種類も加わり終わり頃1には01emsとよば

れる種類の三葉虫が現われてやがて01enusカミ絶滅

してカンブリア紀は終わりとたっています(第46図).オ

ｰム貝や二枚貝の原始的なものや嫌反動物の祖先に当る

侮りんご狂とが化石として認められるのもこの紀

になってからです.植物としては藻の類が生活して

いましたが最近シベリヤのカンブリア紀の地層から

下等なシダ植物の胞子の類が発見されてカンブリア紀

の植物の列に加わりました.しかしこの紀の陸上は

まだ植物カミ茂っていた状態ではなかったようです.

r太古の盃｣とよばれる化石が南極ヨｰロッパ

シベリヤ中国などから得られています(第48図).まこ

とに面白い形をしていますカミサンゴなのか海綿の類が

はまだはっきりしていません.原始の世界によくあ

る奇妙さとでもいえるのでしょうか.

ここで古生代の恋きさに立ってみましょう(第3図).

はてしなく続く遠浅の海岸にうちあげられた海の生物の

なきがらが前夜のあらしの激しさを語っています.

かなたの海に塩分カミほとんどなく背後の陸地は砂漠に

荒れて住む動物の影だに柾く海の生

物は海にとどまって陸に上る力なく

貿本は背後の砂漠となって声なくたたず

んでいました.

三葉虫のOlenus一族が滅亡してオル

ドビス紀が始まりました.動物の世界

はカンブリア紀にひきつづいて無脊

椎動物の天下でした.無脊椎動物にあ

らざれば動物にあらずとばかりに.

海の中にもぐってみましよう.オルド

ビス紀の海です.魚らしい動物カミ固

い照脅に身をかためてうごめいていま

ず止魚の祖先の見参です.でもチ

ラリとみえただけでほんの少ししかい

第47図地質の嵐の先カンブリアの時代のあと悠々たる風景のひろがった古生代のなぎ

さ海の中にめざめた生命のまだ陸地にいどめぬ幼在さの悲しさうち上げ

られて海の生物のなきがら右にオオム貝左手前に三葉虫そのむこうにはウ

ミユリかかなたにほてし法く続く遠浅の海;岸のぺ一ジェントである

(図説:地球の歴史)�
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第48図

太古の蚕
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第49図

殻つきのタコ

Micheli口｡ceras

(図説:地靖の歴史)

ません(今までに歯と鱗の化石しか発早されていない)何か

泳いています.ああ長さ1別もの殻をかぶったタコの

仲間がまるで海の王者のように泳いています(第47図

徽g図).海底のあちこちに生物がみえます.サン

ゴの祖先たちがところどころに少なv･ながらサンゴ

礁さえ作っています.

美しいサンゴ礁です.そぼには三葉虫遠くに筆

石などカ茎遊んでいます.二枚貝や海綿嫌皮動物や巻

貝の祖先たちも衷分の多く狂ったこの海底でカンブ

リアのものよりはどこか形が変わり数も増している

ようです.侮りんごや悔ゆりのそぱに海の植物粧1

そう海藻です.悲しいことには三葉虫のAsaphus

一族は亡びつつあります.菊石の祖先の固い軸をも

たなかった一族も滅びっっありました.陸には藻の

類がカンブリアの時代そのままに生命を保っています.

だカミ下等なシダ類が現われてV･ます.Asaphus

一族(第50図)も菊石のある一族もついに滅亡しました.

時代はシルリア紀に入ったのです.

でもこの時代の陸上植物も海の植物もたいした変

化をしていません.しかし海の動物たちは少し様

子を変えました.海底のサンゴは多くの種類1こ杓かれ

数も豊富になりました.それにも増して筆石の仲間

たち(第51図)はまさにわが世の春どはかリ彼らの歴史

上の全盛を迎えました.二枚貝の中から帆立型のも

のが初めて現われたのもこの紀のできごとです.蜜

た環足類の殻が直線からわずかに曲り始めたのも

この紀のことです.いうなればこの時代は筆石の時

代だったのです.

背権動物としては魚類が少しづつふえました.そ

騒

して甲冑魚だけでなくサメ類の祖先の祖先ともいう

べき種類茄生れました､1mの大きさをもつ節足動物

の仲間の威張っていたのもこの時代です.日本でも

この時代の生物のなきからが発見されています.有孔

虫や筆石三葉虫や腕足の類です.筆万カ茎急激に少な

くなると同時に菊石類のある一族が頭負を現わしてき

ました.時代カミデボン紀と担ったのです.

この時代になりますととてもたくさんの魚類カミみら

れるようになりr魚の時代｣(ageOf丘Sb)とさえ

呼ばれるほどデボン紀g大きな特徴となってきました

(第52図).それに加えて重要な特徴はこの時代に初

めて両棲類が現われたことです.とても魚によく似た

両棲類ですが生命の上陸まさに画期的なできごとな

のです.下等柾シダ植物カミまず水面に出てそろそ

ろと上陸したのを踏台にして両棲類の祖先は空気に

親しみなれるにつれて(親から子に孫にひきつぎながら)

きびしい陸上の生活に入ってゆきました.まだ故郷

の水をすてきってはいませんが冒険と征服の野心(?)

に燃麦であるいは生命の発麗のための餌を求めてな

鶏§夏鰯難扇

⑳鰍邸蝿搬賊蝸脾嚇鋤壌竃底Lで

⑳独童臓駆簸帥鵬も鴛郷施滅竈竃賞AむL

⑧鰍む雌⑩箪包鱗鵬災池幽皿澄疋0N減

④Monograp重蝸洲鑓｡η1BAR反

(鰯識:瑠嫁⑳麗菓)
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第50図Asa凶us(図説:地球の艇奥)�
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第52図デボン紀の魚類
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(図説:地蔵の歴史)
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4b.5b,6bは頭部の背面
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のでしょうか(第53図)｡生命の発展の興味ある一騎です.

も一つ重要なことはこの時代になって初めて陸上に

多量の植物カミみられるようにたったことです.この植

物の群は当時の陸を緑に変えてゆきました.それま

では赤く吠えた砂と岩の原であった陸を.

発展してゆく生命のかげに生瀞こ敗れ滅んでいっ

た保守的な生物もありました.その㎞つはサンゴの

一種HalySiteS腕足類の一種Pe曲鵬臓搬も｡陸

上に発展していった鱗木などの巨木の森

現われたことスピリップアｰに代わってプログクタス

の類添のさぱってきたこと､

そして有孔虫や紡錘虫カミ現われてきたことでしよう.

石炭の堆積するような湖や沼には淡水性二枚貝もみられ

ました.

だが驚くべき発展は陸上にみられまし淀(第55図).

暖かく温和で爾の多い気候の帯で鱗木(雛鰯)や

封印木トクサに似把口泰タなど秘玉⑪～鋤臓の高さ

玉～簑鰍の太さで離生し森林を作って蜜悉に一つの偉

観でありました.面白v･こと紀これらの植物には年

輪カミありません.冒本ではこれらの植物は知られて

いません.当時もデボン紀とよく似た浅い海だった

のです.一部には陸もありましたカミ.

'有孔虫のPseudoschwagerina(第57図)が現われて古

生代最後の紀二畳紀に入りました.Ceratite型の菊

石が現われるまでカミこの二畳紀です.

二畳紀の海には有孔虫が繁栄しサンゴ礁カミ以前よ

りも広く多く色どりをそえ菊石類はかろての単純な

ものから複雑な型のものへと変わってv'ました.ス

ピリップアｰの一族はかってデボンの海に栄え石炭

紀の海に生きたおもかげもなく奇型の一族のみ春を

うたっていました.三葉虫も紡錘衷も捜し化すの虹苦

い喉どわずかをなって綱冷と暮してい蜜す､だ

赫魚の伸闘液ちは余り湧立ち塞賛ん淋しかし特

称に追われて小植物だとえばフシ係

フィｰトン類などが平家一族の衰え花

ように1影をひそめ始めていたのです.

今の北上山地や飛騨の山地にこのデ

ボン紀の地層があり当時の日本の大準

は陸地に近〉'海であったことが伺われ

ます.朝鮮などと山陰や北陸地方は地

続きだったのです.

･腕足類の一種石燕科(Spirife臓鰯)

(第54図)が空前の発達をしたデボンの海に

続いて石炭紀にも生活していまじ花｡

しかし石炭紀の動物の特徴は両棲

類のふえてきたこと昆虫やクモの類が

第53図生命の上陸

(図説:地球の歴史)�
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稼板サメの類が日本の海などに遊んでいるのが好奇の目

をそそります.

陸上に貝を移すと昆虫カ三めだって多くなっています

加えて両棲類のほかにノ･チュウ類カ油てきました.

次の時代のチャンピオンカ茎スタｰトラインに現われ

たのです.植物の世界では顕花植物の仲間浦同じ

ように中生代に盛強を誇るはしりとして出てきまし

た.この二畳紀の今までに狂い特徴は生物の生活

圏が区切られるようになったことです.たとえばゴ

ンドワナ大陸の生物圏とか日本も入っている大地中海

圏などです.

さて始生代から古生代の最後の紀二畳紀までをお

話ししました､次は中生代です.より住みよい

暮しよい世界を求めまた自分自身とその一族をめ

ぐる環境の中でまるで革命を行なってゆくように進化

させた古き時代の生物たちが新しい中世代へと生きて

ゆく姿を紹介しましょう.

(筆者は鉱床部)

第54図Spirifer

(図説:地球の歴史)

第57図
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第56図

鱗木
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(図説:地球の歴史)
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第55図

石炭紀の森

(図説1地球の歴史)�




